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�•�± 　一般にCSRと言った場合、社会貢献と同義

ではとらえません。しかし三井化学で新たにおつくり

になったCSRのコンセプトでは、社会貢献をボラン

ティア活動などに限定せず、広く社会に貢献すると

いう意味で使っていますね。そしてCSRイコール社

会貢献ととらえているんですね。�

	ë　それが三井化学のCSRの独自性だと思いま

す。ただ、あえて社会貢献を前面に出した意味をもっ

とはっきりさせたほうがいいと思います。どんな会社

でも言えるような理念を掲げてもしかたないですか

ら。三井化学らしさをもっと出してほしいですね。�

�Z�> 　正直に申し上げると、私がこれまでに持って

いた三井化学の印象は、大きくて素晴らしいけれど、

よくわからない―というもので、具体的な姿が見えて

いませんでした。このように企業の「顔」が見えない

と、消費者は何か起こったときに安心や安全に疑問

を抱きがちです。これからの時代は、顔の見える企

業として消費者との信頼関係を築くことが今まで以

上に大切になると思います。�

�•�± 　一般消費者に身近な存在となることも大切

ですね。そのために、環境報告書などで、「ペットボ

トルは回収に出す前にこういう処理をするとリサイク

ルしやすい」といった身近な話題を提供してはどう

でしょうか。�

�O�±　それと同時に、企業として進もうとしている方

向性もしっかり示してほしいと思います。企業理念

に「地球環境との調和」を掲げていらっしゃいます

よね。三井化学の製品原料の多くは石油だと思い

ます。すると資源の問題を考えたとき、今の事業形

態をずっと続けられるのかという問題に直面するは

ずです。これを真剣に考え、考え方や今後の方向性

をCSR活動の中ではっきりと打ち出してほしいです。�
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�•�± 　これまで展開されてきたRCの概念もCSRに

含まれていますが、RCの位置づけがはっきりしない

ですね。私はかねてから、化学メーカーのRCがあま

りにも内向きの活動になりすぎているのではないか

と懸念していました。もっと外向きの活動にすれば、

きっと素晴らしいものになると思います。ですからRC

を大事にし、CSRの中にどう位置づけるかを明確に

すれば、もっとわかりやすいCSRのコンセプトになる

のではないでしょうか。�

�O�±　RCという仕組みがあるがゆえに、CSRを考

えるときに混乱してしまうのだと思います。RCのこ

とは一度忘れて、一からCSRを考えていったほうが

いいと思います。化学会社のCSRを考える際に、RC

に足りない人権配慮などの要素をパッチワークのよ

うにつなげて完成させると、実態のよくわからないも

のになってしまう懸念がありますから。�

	ë　RCは、リスクマネジメントや地域コミュニケーショ

ンといった重要な要素がきちんと含まれた、良い仕
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